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大質量星形成はサブアークセカンドでどのように
見えるか？

hot core段階より後の問題について
W49Aを中心に考える



大質量星の特徴：HII領域
↓

Ultra Compact HII領域
↓

周囲を電離する前は？

HST:NGC 3603



爆発的星形成領域

銀河系内

W49A，W51A, SgrB2など

Ｏ型星が20-50-個

ほぼ同時期に形成される領域がある。

↓

数pc以内に104-105Msunのガス

↓

大質量分子雲コア(力学的に不安定）

（どうやってできたか？分子雲どうしの衝突が有力）



爆発的星形成のシナリオ

意外にわかっていない



Alves et al. (2003)



HCHII，UCHII，HII領域

大質量星の形成：104年程度

Accretion Rate ～ 10-2Msunyr
-1

UCHII(Ultra Compact HII Region)

電離が進むと降着は停止？

寿命：0.1pcで数千年

HCHII(Hyper Compact HII Region)

寿命：意外に短い？

素朴？
異なる

メカニズムがある？



若いUCHII
or HCHII

Wood and Churchwell (1987)



Broad Line Recombination Object (BRLO)

＠VLA 7mm De Pree et al. 2000



NIR （星）（Alves et al. 2003)の分布と
分子雲（13CO：Miyawaki)の分布

大質量分子雲コア内
は吸収が深くて見え
ない
→電波連続波



＠VLA：De Pree et al. 2000

いろいろな形のUCHII
A：不規則
B：コンパクト
C，D：シェル構造
G：H2Oメーザー源があるなど複
雑



RAINBOWによる観測

SO (21-11) 86 GHzによるW49Nの観測

空間分解能：1.8”×1.5” (P.A.=-85°)
速度分解能：FX:～0.5kms-1 (5ch平均)

距離 12kpc

UWBCのUSBでCS(J=2-1)を同時観測

→UCHIIを持たないコアの同定可能？

UCHIIでは吸収があることも







UCHIIのサブミリセコンドのイ
メージ

DePree 2000



Wilner et al. 2001



ここを拡大





Ori KLでは

Plambeck et al. 1982



シミュレーション

DePreeらはUCHIIの

数値シミュレーション
と連続波による観測
を進行中



ホットコアと分子

Wilner et al. (2001)

hot core/UCHII=6/12 50%

→25-100%  

hot coreの寿命≦UCHIIの寿命（104-5年）と推定

(Kurtz et al. 2000)

しかし，SOでは多くのhot coreがあるようである

（hot coreを探すのにSOは適切な分子か？）

→104-5年より長い?

あるいはもっと多くの星形成が進行中？



BIMA CH3CN
Beam ~0.9”
Wilner et al. 2001

速度分解能が足りない！空間分解能が足りない！

SO(86GHz)



分子モデル
hot core内の化学

SOとSO2
W49A方向では
プロファイル
が異なる

↓

何を意味する
（ごめんなさい用意す
るの忘れました）

Charnley 1997





まとめ

・サブアークセコンドで銀河系内の大質量星の
形成について理解できる。

・hot core と UCHIIの関係を使って，大質量
星の進化がわかる。しかし，まだ不十分。

・爆発的星形成領域での大質量星の形成過程が
わかる。あと少し！

ALMAはこれらの問題を解決してくれるだろう
（たぶん）。



おまけ

Alves et al. (2003)



Alves et al. (2003)
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